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町
長
の
行
動

　

3
月
は
、
久
家
集
会
所
落
成
式
（
18
日
）、

南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
4
0
周
年
記

念
大
会
（
19
日
）、
自
民
党
県
連
定
期
大
会
、

愛
媛
F
C
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
（
21
日
、
松
山

市
）、
3
月
定
例
議
会
最
終
日
（
22
日
）、

南
宇
和
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
（
29

日
）、
教
職
員
離
任
式
、
町
職
員
退
職
者
辞

令
交
付
式
（
31
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

4
月
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式

（
1
日
）、
異
動
職
員
・
臨
時
職
員
辞
令
交

付
式
（
3
日
）、
ダ
ム
所
在
市
町
振
興
事
業

推
進
等
研
究
会
・
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
定
期
総
会
（
5
日
、
松
山
市
）、
中
小

企
業
特
別
審
査
会
・
交
通
安
全
祈
願
祭
（
6

日
）、
消
防
団
退
団
式
・
辞
令
交
付
式
（
9

日
）、
小
・
中
学
校
入
学
式
、
南
宇
和
高
校

入
学
式
（
10
・
11
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま

し
た
。

　

こ
の
他
、
総
合
計
画
、
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
、
地
域
福
祉
計
画
、
災
害
危
険

箇
所
総
括
マ
ッ
プ
等
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

歩
む
べ
き
方
向
性
を
明
示
す
る
各
種
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
般
の
施
策
に
お
い
て
、
最

小
限
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
生
み
出
せ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

表紙の写真コメント

愛媛 FC対コンサドーレ札幌（愛南町のマッチタウン）の試合前に、ケガで出場できない友近聡朗

選手 ( 南宇和高校出身 ) が、偶然にも愛南町の物産 PRブースに訪れてくれ、道の駅「みしょうMIC」従

業員の黒澤枝
え

美
み

さん ( 御荘菊川 ) との写真撮影に笑顔で応じてくれました。

3/21

　　　PR 活動で来
町された歌手の山
本智

さ と

子
こ

さんです。
山本さんは、城辺
出身で現在は東京
都に在住し、8枚目
となるシングル「花
しぐれ」の発売な
ど、ラジオ・テレ
ビと多方面に活動
されています。

3/29

　　　この日は、春らしい暖かい天気で咲き誇る桜
を見ようと、多くの花見客で賑わっていました。（南
レク城辺 大森山公園）

4/1

　　　あけぼの公園内で、満開
の桜と、一本松地域の眺望を楽
しまれていました。

4/3

　　　 透明性のある行政、協働のまちづくりをめ
ざして行われた「第 1回行政協力員総会」

　　　試合後、

決勝ゴールを

決 め、MVP に

選ばれた愛媛

FC の森脇良
りょう

太
た

選手に本町の

特産品を手渡

す清家水産課

長（県総合運

動公園陸上競

技場）

3/21

　　　 一本松支所でのコミュニ
ティバス出発式

4/1

4/14
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▲町民課窓口が総合案内を兼ねています。

八幡野神社で行われた交通安全祈願祭▲

▼根性大根とともに松本区長の

山岡藏
くら

一
いち

さん

▲太場地区と豊田地区を結ぶ「へんろ道」

▲愛媛 FCホームゲーム（対札幌）で積極的に町を
PRしてくれた城辺中サッカー部の皆さん

▲さあ、攻めよう！（御荘中）

初節句を祝い、勢いよく
風になびくのぼりとこい
のぼり（御荘平山）

▲

▲安くて、おいしそうな物がいっぱい
　（みしょうMIC）

団本部団長に選出された二神修
おさむ

さん▲
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新　
　

任

旧　
　

任

氏　

名

【
課
長
級
】

総
務
課　

課
長
（
昇
格
）　
　

税
務
課　

課
長　

赤
樫　

俊
昌

税
務
課　

課
長　

一
本
松
支
所　

保
健
福
祉
課　

課
長

岡
田　

敏
弘

農
林
課　

課
長

（
併
）
農
業
委
員
会　

事
務
局
長
併
任

農
林
課　

課
長　

田
中　

啓
一
郎

水
産
課　

課
長

（
兼
）
内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー　

所
長
兼
務

水
産
課　

課
長

清
家　

久
雄

水
産
課　

産
業
振
興
室　

室
長　

水
産
課　

水
産
振
興
室　

室
長　

（
兼
）
内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー　

所
長
兼
務

中
村　

維
伯

保
健
福
祉
課　

課
長

（
兼
）
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長
兼
務

内
海
支
所　

住
民
課　

課
長　

那
須　

英
治

御
荘
保
育
所　

所
長　

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

山
平　

祥
三

長
月
保
育
所　

所
長　

宇
和
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

所
長

岡
田　

庄
吉

城
辺
保
育
所　

所
長　

久
良
保
育
所　

所
長　

澤
近　

和
子

久
良
保
育
所　

所
長　

長
月
保
育
所　

所
長　

濱
本　

正
恵

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

（
兼
）
高
齢
者
支
援
課　

介
護
保
険
室　

室
長
兼
務

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長　

吉
田　

勲

国
保
一
本
松
病
院
附
属　

内
海
診
療
所　

所
長　

国
保
内
海
診
療
所　

所
長

大
西　

展
樹

国
保
一
本
松
病
院
附
属　

内
海
診
療
所　

事
務
長　

国
保
内
海
診
療
所　

事
務
長　

吉
田　

英
史

内
海
支
所　

住
民
福
祉
課　

課
長　

内
海
支
所　

保
健
福
祉
課　

課
長　

木
網　

玄
樹

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長

（
兼
）
内
海
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長
兼
務

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣
）
課
長

宮
城　

辰
彦

御
荘
支
所　

支
所
長
（
昇
格
）

保
健
福
祉
課　

課
長

藤
田　

勝
直

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長　
　

高
齢
者
支
援
課　

介
護
保
険
室　

室
長

吉
田　

俊
一
郎

消
防
署　

副
署
長
（
昇
格
）

（
兼
）
第
２
小
隊　

署
長
補
佐
兼
務

消
防
署　

第
２
小
隊　

署
長
補
佐　

森
本　

喬

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長　

御
荘
保
育
所　

所
長　

尾
崎　

健

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

一
本
松
公
民
館　

館
長

岡
野　

志
朗

城
辺
公
民
館　

館
長　

企
画
財
政
課　

情
報
電
算
管
理
室　

室
長

竹
田　

武
久

一
本
松
公
民
館　

館
長　

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

高
田　

喜
重
郎

西
海
公
民
館　

館
長　

西
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

吉
田　

仁

社
会
教
育
課　

人
権
啓
発
室　

室
長

町
民
課　

人
権
対
策
室　

室
長　

濵
田　

庄
司

一
本
松
荘

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣
）　

課
長

農
業
委
員
会　

事
務
局
長　

沖
野　

満
直

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

（
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣
）　

課
長

城
辺
公
民
館　

館
長　

高
木　

正
夫

【
課
長
補
佐
級
】

監
査
委
員
事
務
局　

課
長
補
佐
（
昇
格
）

 （
兼
）
監
査
事
務
係　

係
長
兼
務

議
会
事
務
局　

議
会
事
務
係　

専
門
員　

増
田　

恭
子

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐
（
工
事
専
門
員
兼
務
）

内
海
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
農
林
水
産
係　

係
長
兼
務

松
本　

盛
男

税
務
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
収
納
係　

係
長
兼
務

内
海
支
所　

庶
務
課　

課
長
補
佐　

中
尾　

滋

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐（
昇
格
）

（
兼
）
児
童
福
祉
係　

係
長
兼
務

保
健
福
祉
課　

児
童
福
祉
係　

専
門
員　

川
畑　

英
子

御
荘
夢
創
造
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係　

係
長
兼
務

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
文
化
振
興
係　

係
長
兼
務

谷
上　

つ
ね
子

環
境
衛
生
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
環
境
衛
生
係　

係
長
兼
務

一
本
松
支
所　

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
保
健
福
祉
係　

係
長
兼
務

湯
浅　

裕
記

水
道
課　

課
長
補
佐（
昇
格
）

（
兼
）
庶
務
係　

係
長
兼
務

水
道
課　

庶
務
係　

専
門
員　

小
西　

隆
広

水
道
課　

課
長
補
佐（
昇
格
）

（
兼
）
簡
易
水
道
係　

係
長
兼
務

水
道
課　

上
水
道
係　

専
門
員　

楠
葉　

修

内
海
支
所　

住
民
福
祉
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
住
民
福
祉
係　

係
長
兼
務

一
本
松
支
所　

庶
務
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
庶
務
管
理
係　

係
長
兼
務

尾
崎　

雄
二

内
海
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
産
業
建
設
係　

係
長
兼
務

西
海
支
所　

庶
務
課　

課
長
補
佐　

（
兼
）
庶
務
管
理
係　

係
長
兼
務

森
口　

勉

御
荘
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐
（
昇
格
）

（
兼
）
産
業
建
設
係　

係
長
兼
務

御
荘
支
所　

地
域
振
興
課

（
兼
）
環
境
衛
生
係　

専
門
員　

吉
村　

明
洋

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
産
業
建
設
係　

係
長
兼
務

環
境
衛
生
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
環
境
衛
生
係　

係
長
兼
務

岡
本　

健

菊
川
公
民
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

企
画
財
政
課　

情
報
電
算
管
理
室　

課
長
補
佐

（
兼
）
電
算
係　

係
長
兼
務

大
西　

聖

長
月
公
民
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

消
防
本
部　

庶
務
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
庶
務
係　

係
長
兼
務

楠
木　

宇
佐
美

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

御
荘
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
農
林
水
産
係　

係
長
兼
務

岡
田　

憲
郷

久
良
公
民
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

西
海
支
所　

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
保
健
福
祉
係　

係
長
兼
務

垣
本　

耕
一

深
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

水
道
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
上
水
道
係　

係
長
兼
務

岸
本　

房
雄

上
大
道
公
民
館　

課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
事
業
係

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
商
工
観
光
係　

係
長
兼
務

近
藤　

一
弘

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
文
化
振
興
係　

係
長
兼
務

御
荘
支
所　

庶
務
課　

課
長
補
佐

（
兼
）
庶
務
係　

係
長
兼
務

本
田　

計
江

【
係
長
・
主
任
級
】

議
会
事
務
局　

議
会
事
務
係　

係
長

久
良
公
民
館　

係
長　

鈴
木　

洋
文

４
月
１
日
付
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、紙
面
の
都
合
上
、
役
職
ご

と
に
異
動
者
の
み
掲
載
し
ま
す
。

町
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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選
挙
管
理
委
員
会　

選
挙
係　

係
長

（
併
）
総
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交
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係
長
併
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選
挙
管
理
委
員
会　

選
挙
係　

係
長

宮
本　

良
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総
務
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情
報
電
算
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係
長　

総
務
課　

男
女
参
画
係　

係
長　

清
家　

寛
大

総
務
課　

防
災
対
策
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防
災
係　

係
長

水
産
課　

水
産
振
興
室　

水
産
振
興
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係
長

早
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和
吉

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
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男
女
参
画
係　

係
長

（
兼
）
企
画
係　

係
長
兼
務

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
室　

企
画
係　

係
長

濵　

哲
也

町
民
課　

住
民
係　

係
長　

総
務
課　

広
報
広
聴
室　

庶
務
係　

専
門
員

佐
々
木　

里
香

町
民
課　

保
険
医
療
係　

係
長　

監
査
委
員
事
務
局　

監
査
事
務
係　

専
門
員

本
間　

礼
子

水
産
課　

水
産
振
興
係　

係
長　

社
会
教
育
課　

人
権
教
育
係　

係
長

浅
海　

伸
児

水
産
課　

内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

管
理
事
業
係　

係
長
（
副
所
長
兼
務
）

内
海
支
所　

保
健
福
祉
課　

保
健
福
祉
係　

専
門
員

中
田　

章

水
産
課　

産
業
振
興
室　

産
業
振
興
係　

係
長

水
産
課　

水
産
振
興
室　

水
産
振
興
係　

専
門
員

（
兼
）
内
海
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

管
理
事
業
係　

係
長
兼
務　

兵
頭　

重
徳

商
工
観
光
課　

商
工
係　

係
長　

菊
川
公
民
館　

係
長　

青
木　

貴

商
工
観
光
課　

観
光
係　

係
長　

深
浦
公
民
館　

係
長　

竹
田　

宗
弘

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

主
任
看
護
師

国
保
内
海
診
療
所　

主
任
看
護
師　

武
久　

時
子

長
月
保
育
所　

主
任
保
育
士　

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士　

竹
中　

千
佐
子

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士　

長
月
保
育
所　

専
門
員
兼
主
任
保
育
士　

木
田　

時
子

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士　

城
辺
保
育
所　

専
門
員
兼
主
任
保
育
士　

小
泉　

サ
ダ
子

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
支
援
係　

主
任

環
境
衛
生
課　

一
般
廃
棄
物
対
策
係　

主
任

岡
野　

み
ど
り

高
齢
者
支
援
課　

介
護
保
険
室　

介
護
認
定
係　

主
任
看
護
師　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
看
護
師

亀
岡　

和
子

環
境
衛
生
課　

下
水
道
係　

係
長　

長
月
公
民
館　

係
長　

宮
崎　

康
弘

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

管
理
事
業
係　

係
長

一
本
松
支
所　

庶
務
課　

庶
務
管
理
係　

係
長

宮
下　

満
夫

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

管
理
事
業
係　

係
長

財
産
管
理
課　

管
理
係　

専
門
員　

宮
下　

勝
次

水
道
課　

庶
務
係　

係
長　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

係
長

篠
田　

富
子

水
道
課　

上
水
道
係　

係
長　

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
支
援
係　

係
長

竹
田　

三
千
彦

水
道
課　

簡
易
水
道
係　

係
長　

環
境
衛
生
課　

下
水
道
係　

係
長　

河
野　

栄
司

内
海
支
所　

地
域
振
興
課　

産
業
建
設
係　

係
長

商
工
観
光
課　

商
工
係　

係
長

浜
田　

雅
浩

一
本
松
支
所　

住
民
福
祉
課　

住
民
福
祉
係　

係
長

町
民
課　

住
民
係　

専
門
員　

武
田　

洋
子

一
本
松
支
所　

住
民
福
祉
課　

住
民
福
祉
係　

係
長

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課　

環
境
衛
生
係　

専
門
員

遠
近　

と
し
え

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課　

環
境
観
光
係　

係
長

水
道
課　

簡
易
水
道
係　

係
長　

有
田　

正
宏

西
海
支
所　

地
域
振
興
課　

産
業
建
設
係　

係
長

西
海
支
所　

庶
務
課　

庶
務
管
理
係　

専
門
員

山
田　

し
か
よ

消
防
本
部　

庶
務
課　

庶
務
係　

係
長

国
保
一
本
松
病
院　

庶
務
係　

係
長

岡
﨑　

克
美

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

係
長

商
工
観
光
課　

観
光
係　

係
長　

吉
本　

忠
司

平
城
公
民
館　

管
理
事
業
係　

係
長

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

文
化
振
興
係　

専
門
員

本
多　

か
ず
み

社
会
教
育
課　

人
権
啓
発
室　

人
権
・
同
和
教
育
啓
発
係　

係
長　

町
民
課　

人
権
対
策
室　

人
権
同
和
係　

係
長

宮
崎　

茂

【
一　

般
】

総
務
課
（
愛
媛
県
派
遣
）

総
務
課　

防
災
対
策
室

二
神　

裕
暁

総
務
課

総
務
課　

広
報
広
聴
室　
　

川
本　

由
香

総
務
課　
　
　
　

企
画
財
政
課　

情
報
電
算
管
理
室

清
水　

貴
光

総
務
課　

広
報
広
聴
室　
　
　

内
海
支
所　

地
域
振
興
課

尾
川　

勝
彦

総
務
課　

広
報
広
聴
室　
　
　

総
務
課

梶
田　

和
秀

財
産
管
理
課　
　
　
　

建
設
課

砂
田　

達
也

税
務
課　
　
　
　

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

宮
下　

健
博

町
民
課　
　
　
　

御
荘
支
所　

地
域
振
興
課

吉
田　

ナ
ナ
子

農
林
課　
　
　
　

内
海
支
所　

地
域
振
興
課

松
﨑　

博
文

水
産
課　
　
　
　

保
健
福
祉
課

浦
﨑　

慎
太
郎

水
産
課　

産
業
振
興
室　
　
　

財
産
管
理
課

清
家　

康
弘

商
工
観
光
課

西
海
公
民
館

清
水　

宏
一

保
健
福
祉
課　
　
　
　

内
海
支
所　

保
健
福
祉
課

伊
勢　

美
香

一
本
松
保
育
所

御
荘
保
育
所

倉
田　

千
舟

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

一
本
松
支
所　

庶
務
課

小
川　

加
奈

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

内
海
支
所　

保
健
福
祉
課

小
島　

美
和

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

一
本
松
支
所　

保
健
福
祉
課

山
口　

つ
や
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　
　
　
　

国
保
一
本
松
病
院

有
田　

寿
美
恵

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　
　
　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

岡
下　

崇

環
境
衛
生
課　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
森　

貴
史

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

西
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

草
木
原　

恵

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

鈴
木　

修

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館

上
原　

廣
治

国
保
一
本
松
病
院　
　
　
　

国
保
内
海
診
療
所

米
花　

か
お
る

国
保
一
本
松
病
院　
　
　
　

国
保
内
海
診
療
所

山
村　

奈
穂

国
保
一
本
松
病
院

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

山
本　

一
久

水
道
課

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

岸
本　

貴
士

御
荘
支
所　

地
域
振
興
課　
　
　

御
荘
支
所　

住
民
福
祉
課

濵
見　

学
司

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課　
　
　

上
大
道
公
民
館

嘉
新　

満
雄

学
校
教
育
課

水
道
課

土
居　

純
子

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

山
下　

正
二

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

澤
近　

英
治

西
海
公
民
館

町
民
課

吉
田　

都
々
子

社
会
教
育
課　

人
権
啓
発
室

平
城
公
民
館

森
口　

弘
喜

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
　
　
　

西
海
支
所　

地
域
振
興
課

藤
本　

吉
信

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

一
本
松
支
所　

地
域
振
興
課

谷
岡　

誠
司

【
技
能
労
務
職
】

城
辺
保
育
所

国
保
内
海
診
療
所

斎
藤　

睦
美

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

大
黒　

美
鈴

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

西
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

和
田　

喜
代
子

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

西
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

清
水　

み
ど
り
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新
任
校
、（ 　

）
は
旧
任
校
、
氏
名
の
順

で
掲
載
。
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
。

　

小
学
校
教
職
員

【
校
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

家
串
小
（
松
野
東
小
）
○
古
谷　

瞳

魚
神
山
小
（
天
神
小
）
○
浅
井
敬
司

中
浦
小
（
船
越
小
）　
　

小
川
福
子

長
月
小
（
県
教
委
）　
　

長
岡
和
人

城
辺
小
（
内
海
中
）　
　

酒
井
平
雄

緑　

小
（
中
浦
小
）　
　

大
和
田
い
そ
子

満
倉
小
（
小
池
小
）　

○
片
山
修
児

福
浦
小
（
泉　

小
）　

○
高
田
ま
り

船
越
小
（
福
浦
小
）　
　

上
田
満
里
子

篠
山
小
（
日
吉
小
）　

○
上
田
敏
彦

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

日
吉
中
（
魚
神
山
小
）　
　
　

高
魚
重
則

伊
方
町
水
ヶ
浦
小
（
緑　

小
）
下
柳
信
幸

大
洲
市
南
久
米
小
（
満
倉
小
）
矢
野
順
二

【
教
頭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

家
串
小
（
教
育
セ
ン
タ
ー
）
○
松
廣　

歩

魚
神
山
小
（
浦
知
小
）　

○
髙
橋
ゆ
か
り

菊
川
小
（
好
藤
小
）　
　

○
田
崎
智
子

城
辺
小
（
菊
川
小
）　
　
　

山
口
美
智
子

久
良
小
（
城
辺
小
）　
　
　

若
田　

正

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

松
山
市
道
後
小
（
家
串
小
）　

遠
藤
敏
朗

蒋
淵
小
（
城
辺
小
）　
　
　

○
前
田
善
正

近
永
小
（
久
良
小
）　
　
　
　

今
井
正
雄

日
吉
小
（
魚
神
山
小
）　
　

桐
島
日
出
夫

【
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

魚
神
山
小
（
講　

師
）　
　

横
田
省
吾

家
串
小
（
一
本
松
小
）　
　

岡
原　

桂

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

成
田
江
美

柏　

小
（
長
月
小
）　
　
　

伊
藤
大
志

赤
水
小
（
緑　

小
）　
　
　

新
谷
小
百
合

　

〃　

（
船
越
小
）　
　
　

山
下
す
ず
子

平
城
小
（
赤
水
小
）　
　
　

岸
田
幸
代

　

〃　

（
一
本
松
小
）　
　

佐
藤
有
紀

　

〃　

（
教
育
セ
ン
タ
ー
、麻
生
小

）
古
川
哲
也

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

中
川　

彩

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

本
多
智
子

菊
川
小
（
中
浦
小
）　
　
　

北
條
幸
雄

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

竹
田
知
佳

長
月
小
（
家
串
小
）　
　
　

藤
田
絵
美

　

〃　

（
魚
神
山
小
）　
　

山
本
直
也

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

安
岡
千
尋

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

市
橋
明
子

城
辺
小
（
平
城
小
）　
　
　

福
村
さ
ぎ
り

　

〃　

（
一
本
松
小
）　
　

増
田
元
徳

　

〃　

（
篠
山
小
）　
　
　

岩
﨑
明
子

　

〃　

（
城
北
中
）　
　
　

大
黒
智
子

　

〃　

（
愛
媛
大
院
、味
生
第
二
小

）
志
賀
千
将

緑　

小
（
久
良
小
）　
　
　

平
尾
智
生

僧
都
小
（
城
辺
小
）　
　
　

宇
野
誠
之

　

〃　

（
東
海
小
）　
　
　

中
尾
豊
子

久
良
小
（
東
海
小
）　
　
　

上
田
由
美
子

　

〃　

（
福
浦
小
）　
　
　

山
上
剛
史

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

山
岡　

愛

深
浦
小
（
平
城
小
）　
　
　

尾
﨑　

泉

東
海
小
（
一
本
松
小
）　
　

山
本
雅
貴

　

〃　

（
西
浦
小
）　
　
　

井
上　

武

　

〃　

（
助
教
諭
）　
　
　

本
多
由
実

一
本
松
小
（
菊
川
小
）　
　

若
松
隆
仁

　

〃　

（
城
辺
小
）　
　
　

山
岡
裕
美

　

〃　

（
深
浦
小
）　
　
　

中
澤
佳
代

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

岩
﨑　

茜

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

清
家
雅
也

満
倉
小
（
城
辺
小
）　
　
　

岩
村
弘
子

福
浦
小
（
久
良
小
）　
　
　

尾
﨑
理
香

西
浦
小
（
城
辺
小
）　
　
　

清
水
美
和

　

〃　

（
緑　

小
）　
　
　

松
岡
収
二

船
越
小
（
満
倉
小
）　
　
　

西　

佳
代

篠
山
小
（
福
浦
小
）　
　
　

間
口
志
保

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

松
山
市
た
ち
ば
な
小
（
柏
小
）
梅
本
智
徳

結
出
小
（
赤
水
小
）　
　
　
　

小
櫻
真
美

宇
和
津
小
（
平
城
小
）　
　
　

三
好
幸
子

松
山
市
荏
原
小
（
城
辺
小
）　

橋
口
和
典

西
予
市
魚
成
小
（
城
辺
小
）　

松
井
理
香

西
条
市
玉
津
小
（
東
海
小
）　

月
岡　

俊

【
養
護
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

柏　

小
（
三
浦
小
）　
　
　

宮
下
都
智
子

魚
神
山
小
（
平
城
小
）　
　

中
田
明
水

平
城
小
（
東
海
小
）　
　
　

増
田
惠
子

長
月
小
（
柏　

小
）　
　
　

速
水
繭
貴

東
海
小
（
内
海
中
）　
　
　

木
口
惠
子

満
倉
小
（
養
護
助
教
諭
）　

池
田
貴
子

西
浦
小
（
養
護
助
教
諭
）　

安
居
結
花

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

日
吉
小
（
長
月
小
）　
　
　

日
出
山
佳
代

八
幡
浜
市
長
谷
小
（
満
倉
小
）
清
家
恵
里

愛
治
小
（
西
浦
小
）　
　
　

西
平　

幸

【
事
務
係
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
職
員

柏　

小
（
西
予
市
野
村
中
）
○
田
坂
正
広

平
城
小
（
浦
知
小
）　
　
　
　

畦
地
義
隆

【
事
務
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
職
員

中
浦
小
（
満
倉
小
）　
　
　

古
川
由
理

赤
水
小
（
戸
島
小
）　
　
　

村
上
明
日
香

城
辺
小
（
深
浦
小
）　
　
　

平
尾
由
巳

満
倉
小
（
福
浦
小
）　
　
　

兵
頭　

武

福
浦
小
（
中
浦
小
）　
　
　

梶
田
い
づ
み

篠
山
小
（
御
荘
中
）　
　
　

吉
田
錦
也

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
職
員

下
灘
小
（
柏
小
）　
　
　
　

松
本　

剛

久
万
高
原
町
面
河
中
（
赤
水
小
）
久
保
浩
典

【
栄
養
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
職
員

柏　

小
（
船
越
小
）　
　
　

中
村
伊
佐
子

【
退
職
を
さ
れ
た
方
々
】

家
串
小
校
長　
　
　
　
　
　

有
馬
ユ
ク
子

長
月
小
校
長　
　
　
　
　
　

山
口
和
子

城
辺
小
校
長　
　
　
　
　
　

末
武
文
男

篠
山
小
校
長　
　
　
　
　
　

上
村
澄
子

平
城
小
教
諭　
　
　
　
　
　

伊
井
德
美

教
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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福
浦
小
教
諭　
　
　
　
　
　

西
本　

梓

西
浦
小
教
諭　
　
　
　
　
　

前
田
晶
江

篠
山
小
事
務
係
長　
　
　
　

小
埜
山
勝
也

柏
小
栄
養
職
員　
　
　
　
　

岡
原
邦
子

　

中
学
校
教
職
員

【
校
長
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

内
海
中
（
喜
佐
方
小
）　
　

中
田
非
斗
志

西
海
中
（
八
幡
浜
市
愛
宕
中

）
○
寺
坂
俊
一

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

県
教
委
（
西
海
中
）　
　
　

竹
田
博
彦

【
教
頭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

城
辺
中
（
一
本
松
中
）　
　

木
下
史
生

一
本
松
中
（
篠
山
中
）　
　

尾
﨑
一
平

福
浦
中
（
城
北
中
）　
　

○
大
嶋
真
人

篠
山
中
（
福
浦
中
）　
　
　

德
久
郁
郎

【
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

内
海
中
（
城
辺
中
）　
　
　

菅
澤
達
也

　

〃　

（
一
本
松
中
）　
　

菅　

重
浩

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

蓮
本
華
那

御
荘
中
（
和
霊
小
）　
　
　

阿
部
由
美
子

　

〃　

（
津
島
中
）　
　
　

山
下
真
人

　

〃　

（
内
海
中
）　
　
　

山
川
富
美
夫

　

〃　

（
西
海
中
）　
　
　

松
比
良 

直

　

〃　

（
県
立
宇
和
島
南
中
）
木
嶋
隆
之

　

〃　

（
助
教
諭
）　
　
　

松
岡
奈
都

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

中
野
正
一

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

中
田
勝
教

城
辺
中
（
三
間
小
）　
　
　

森
久
幸
紀

　

〃　

（
松
野
中
）　
　
　

小
島
啓
法

　

〃　

（
津
島
中
）　
　
　

近
藤
浩
一

　

〃　

（
Ｒ
Ｅ
Ｘ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、津
島
中

）
大
高
和
子

　

〃　

（
内
海
中
）　
　
　

片
岡
重
慶

　

〃　

（
一
本
松
中
）　
　

清
水
章
洋

　

〃　

（
福
浦
中
）　
　
　

猪
野
由
美
子

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

上
野
留
美

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

山
本
那
美

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

島
岡
貞
敏

僧
都
中
（
講　

師
）　
　
　

山
口
初
徳

一
本
松
中
（
御
荘
中
）　
　

山
川
陽
子

　

〃　

（
御
荘
中
）　
　
　

若
木
伯
博

　

〃　

（
篠
山
中
）　
　
　

清
水
直
貴

　

〃　

（
篠
山
中
）　
　
　

土
居
文
洋

　

〃　

（
鳴
門
教
大
院
、一
本
松
中

）
岡
原
耕
一
郎

　

〃　

（
講　

師
）　
　
　

田
中
由
美

福
浦
中
（
御
荘
中
）　
　
　

村
上
一
志

　

〃　

（
篠
山
中
）　
　
　

加
洲
光
香

西
海
中
（
城
辺
中
）　
　
　

前
田
哲
伸

篠
山
中
（
御
荘
中
）　
　
　

玉
川
哲
夫

　

〃　

（
城
辺
中
）　
　
　

山
﨑
日
出

　

〃　

（
福
浦
中
）　
　
　

中
田
恒
智

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
先
生

松
野
中
（
御
荘
中
）　
　

○
少
林
法
子

伊
予
市
港
南
中
（
城
辺
中
）
中
村
泰
敏

城
東
中
（
城
辺
中
）　
　
　

古
谷　

成

今
治
市
玉
川
中
（
一
本
松
中
）
○
安
岡
宏
次

【
養
護
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

内
海
中
（
魚
神
山
小
）　
　

松
本
美
枝
子

西
海
中
（
養
護
助
教
諭
）　

垣
本
明
日
香

【
栄
養
教
諭
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
先
生

一
本
松
中
（
新　

採
）　
　

間
叮　

愛

【
事
務
職
員
の
部
】

●
着
任
さ
れ
た
職
員

御
荘
中
（
平
城
小
）　
　
　

土
居
一
暁

西
海
中
（
新　

採
）　
　
　

田
邊
真
吾

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
職
員

大
洲
市
南
久
米
小
（
西
海
中
）
○
松
本
正
子

【
退
職
さ
れ
た
方
々
】

御
荘
中
教
諭　
　
　
　
　
　

土
幡
晋
一

一
本
松
中
教
諭　
　
　
　
　

坂
本
久
美
子

西
海
中
養
護
教
諭　
　
　
　

川
﨑
朋
子

平成 18年度 愛南町新規採用職員紹介
西
川 

和か

ず

仁ひ

と(

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
勤
務)

　

私
は
、
愛
南
町
の
豊
か
な
自
然

や
人
情
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
愛

南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
早
く
仕
事

を
覚
え
て
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
下 

恵
め

ぐ

み(

町
民
課
勤
務)

　

私
は
愛
南
町
で
多
く
の
人
と
出

会
い
、
多
く
の
感
動
を
体
感
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
町
職
員
と
し
て
、

新
し
い
愛
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
知
識
や
教
養

を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成 18 年度 御荘中学校入学式
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愛
な
ん

■歳
■時
■記

装
い
も
新
た
に
、
3
月
24
日
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松
、

4
月
1
日
に
道
の
駅
「
み
し
ょ
う
M
I
C
」
が

オ
ー
プ
ン
!

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松
」・「
道
の
駅
み
し
ょ
う

M
I
C
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
広
げ
、
新
鮮
な
野
菜
や
魚
、
安
全
・

安
心
な
加
工
品
等
を
取
り
揃
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松
」
で
は
、オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た
「
餅
ま
き
」
に
、

多
く
の
方
が
訪
れ
、
楽
し
そ
う
に
餅
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
み
し
ょ
う
M
I
C
」
で
は
、
活
魚
水
族
館
（
フ
グ
・
ア
ジ
・
サ
バ
他
）
を
新

3 月 24 日にオープンしたフレッシュ一本松
惣菜コーナーが人気です。営業時間は8：00～18：00

「フレッシュ一本松」

支配人 濵克
かつ

行
ゆき

さん
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設
す
る
な
ど
、
海
や
山
で
育
ま
れ
た
新
鮮
な
産
品
や
「
由
良
の
媛
っ
子
地
鶏
」
等

の
屋
台
コ
ー
ナ
ー
、
た
こ
焼
き
な
ど
、
多
く
の
品
物
で
あ
ふ
れ
、
店
内
も
買
い

物
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
「
美み

潮し
お

」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
、
京
都
の
大
手
ス
ー
パ
ー
や
高
級
料
亭
へ
も
送
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

今
後
、
独
創
的
で
自
由
な
発
想
に
よ
り
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
持
続
可
能
な
施

設
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

4 月 1日にオープンした道の駅「みしょうMIC」
年中無休で新鮮市を開催！営業時間7：00～20：00

道の駅「みしょうMIC」

駅長 永元義
よし

秋
あき

さん

「みしょう MIC」オー
プンを前に、美しい花
で来客される方を迎え
ようと、南宇和高校生
徒と平城小学校児童が
入口にある花壇に、マ
リーゴールドの苗を植
えました。

花で歓迎！

3/28
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企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

「
と
も
に
あ
ゆ
み
育
て

　
　

創
造
す
る
ま
ち
」へ

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

「
愛
南
町
男
女
共
同
参
画
推
進

 

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

総
務
課
か
ら
！

本
庁
各
課
に
、直
通
電
話

開
設
の
お
知
ら
せ

　

町
総
合
計
画
審
議
会
（
西
田
博ひ

ろ

文ふ
み

会
長
、

25
人
）
の
答
申
を
受
け
、
平
成
18
年
度
を

初
年
度
と
し
た
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
愛
南
町
総
合
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
、
最
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
今
後
各
種
施
策
を
進
め
て
い
く
上
で

の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

10
年
後
の
め
ざ
す
べ
き
姿
、
将
来
像
を

「
と
も
に
あ
ゆ
み
育
て
創
造
す
る
ま
ち
」

と
し
、
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
「
人
と
自

然
が
共
生
す
る
ま
ち
」「
人
と
人
が
協
働
す

る
ま
ち
」「
人
と
地
域
が
共
栄
す
る
ま
ち
」

の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
６
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
基

本
計
画
、
実
施
計
画
に
よ
り
、
総
合
的
、

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
基
本
構
想
に
基
づ
く
実
施

計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
見

据
え
な
が
ら
、
毎
年
見
直
し
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
も
と
、
住
民
の
皆
様
や
事

業
者
、
行
政
が
互
い
に
協
力
・
連
携
を
し

て
、
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
美
し
い
愛
南
町
」
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
が
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
企
画
財

政
課
政
策
推
進
室
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tow

n.ainan.ehim
e.jp/

○
将
来
像

  

と
も
に
あ
ゆ
み
育
て
創
造
す
る
ま
ち

○
基
本
理
念

  

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

  

人
と
人
が
協
働
す
る
ま
ち

  

人
と
地
域
が
共
栄
す
る
ま
ち

○
基
本
目
標

  

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま
ち

づ
く
り

  

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

  

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

  

支
え
あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

  

機
能
的
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

  

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
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税 務 課 ７２－７３０１ 介 護 保 険 室

町 民 課 ７２－７３００ 環 境 衛 生 課 ７２－７３１６

農 林 課
７２－７３１１

水 道 課 ７２－０８３５

農業支援センター 会 計 課 ７２－７３０２

　

愛
南
町
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
」
の
た
め
に
「
男
女
が
と
も
に
あ
ゆ

み
育
て
る
ま
ち
―
あ
い
な
ん
の
創
造
―
」

を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
次
の
５
つ
を

主
要
課
題
と
し
た
「
愛
南
町
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑴
男
女
の
人
権
の
尊
重

⑵
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
の
普
及

　

４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
各
課
に
、
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
直
接

電
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
課
名

と
電
話
番
号
は
上
記
の
と
お
り
で
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
今
ま
で
ど
お

り
、
代
表
電
話
７
２
―

１
２
１
１
で
も
取
り

次
ぎ
い
た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
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企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

愛
南
町
人
材
育
成
事
業

補
助
金

消
防
団
か
ら
！

消
防
団
活
動
の

　
　
　

充
実
強
化
を
！

と
教
育
の
推
進

⑶
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
拡
大

⑷
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動

の
両
立

⑸
働
く
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
主
要
課
題
に
対
し
て
13
項
目

の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
、
今
後
、
具
体
的

に
施
策
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
期
間
は
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
、
適
宜

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

お
配
り
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き

　

こ
の
補
助
金
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く

り
や
国
際
化
時
代
及
び
情
報
化
時
代
に
対

応
し
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
17
年

度
当
初
に
制
定
し
ま
し
た
。
各
分
野
に
お

け
る
広
い
視
野
と
国
際
感
覚
を
持
っ
た

「
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
額
の
範
囲

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
国
内
研
修　

　

１
人
当
た
り
必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除

く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
２

分
の
１
以
内
と
し
、
10
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

⑵
国
外
研
修　

　

１
人
当
た
り
必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除

く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
２

分
の
１
以
内
と
し
、
30
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参
加
又

は
開
催
に
必
要
な
経
費
（
食
糧
費
を
除

く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、

使
用
料
及
び
賃
借
料
）
の
２
分
の
１
以

内
と
し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

⑴
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方
で
、
今

後
も
引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取
組

み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た

せ
る
方

　

こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の
１
ヵ
月

前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
町
人
材
育
成
事
業
審
査
会
で
内
容
を

審
査
し
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
請
様
式
等
、
詳
細
は
企
画
財
政
課
政

策
推
進
室
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
し
て
は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tow

n.ainan.ehim
e.jp/

　

御
荘
文
化

セ

ン

タ

ー

で
、
平
成
18

年
愛
南
町
消

防
団
退
団
式

並

び

に

辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
本

町
の
消
防
活
動
に
励
ま
れ
た
団
本
部
原
田

達た
つ

也や

団
長
を
始
め
、
10
名
が
退
団
さ
れ
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
新
し

く
団
本
部
団
長
に
二
神
修お

さ
むさ

ん
が
就
任
さ

れ
、
同
時
に
組
織
も
一
部
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

式
典
の
中

で
、
谷
口
町

長
が
「
消
防

団
員
の
皆
様

に
は
、
高
齢

者
や
体
の
不

自
由
な
方
な

ど
、
各
地
域

で
そ
の
把
握

に
努
め
て
い

た
だ
き
、
災

害
等
の
被
害

を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

【
団
本
部
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
す
】

団
長 

二
神
修（
広
見
）、
副
団
長 

垣
本
泰
司

（
垣
内
）・
鷹
野
正
志（
御
荘
平
城
）

【
各
方
面
隊
長
は
以
下
の
と
お
り
で
す
】

内
海
方
面
隊
長　

立
目　

作
德（
網　

代
）

御
荘
方
面
隊
長　

猪
野　

和
久（
中　

浦
）

城
辺
方
面
隊
長　

大
塚　

武
人（
久　

良
）

一
本
松
方
面
隊
長　

竹
場　
　

央（
一
本
松
）

西
海
方
面
隊
長　

吉
田　

秀
靖（
中　

泊
）

4/
  9
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税
務
課
か
ら
！

新
し
く
な
っ
た
介
護
保
険
料

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
人
）の
お
知
ら
せ
で
す

第１段階 第２段階

生活保護を受けている

スタート

あなたの
保険料段階

世帯内に住民税を
納めている人がいる

本人が住民税を納めている

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

前年の合計所得金額が
２００万円以上あった

老齢福祉年金を受給している

課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円以下だ

第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

　

高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、
介
護
保

険
制
度
を
安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
高
齢
者
が
介
護
や
支
援
を
必
要
と

せ
ず
、
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
た
め
、
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

愛
南
町
に
お
い
て
も
、
介
護
保
険
の
給

付
や
保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
、
今
年

度
か
ら
新
た
な
事
業
計
画
の
も
と
に
運
営

さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
、
ま

た
、
必
要
な
介
護
や
支
援
を
適
切
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
見
直
し
と
な

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
保
険
料
段
階
の
見
直
し

　

所
得
の
低
い
人
の
負
担
能
力
を
き
め
細

か
く
配
慮
し
た
保
険
料
設
定
に
す
る
た

め
、
現
行
の
第
２
段
階
が
細
分
化
さ
れ
ま

し
た
。

■
保
険
料
の
見
直
し

　

愛
南
町
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

を
ま
か
な
う
た
め
に
算
出
さ
れ
た
基
準

額
を
も
と
に
、
６
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。（
保
険
料
は
３
年
に
１
度
見
直
さ
れ
ま

現　　　行 平成18年4月から

第1段階
生活保護を受給の方、本人および世帯
全員が住民税非課税であって老齢福祉
年金を受給の方

第1段階 同　左

第2段階 本人および世帯全員が住民税非課税
第2段階

本人および世帯全員が住民税非課税で
あって、合計所得金額＋課税年金収入
が80万円以下の方

第3段階
本人および世帯全員が住民税非課税で
あって、第2段階以外の方

第3段階
世帯の誰かに住民税が課税されている
が、本人は住民税非課税の方

第4段階 同　左

第4段階
本人が住民税課税の方
（本人の合計所得金額が200万円未満）

第5段階 同　左

第5段階
本人が住民税課税の方
（本人の合計所得金額が200万円以上）

第6段階 同　左
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愛
南
警
察
署
か
ら
！

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

す
。）

段  
階

計
算
方
法

年   

額

第
１
段
階

基
準
額
×
0.5

２
８
，１
０
０
円

第
２
段
階

基
準
額
×
0.5

２
８
，１
０
０
円

第
３
段
階

基
準
額
×
0.75

４
２
，２
０
０
円

第
４
段
階

基
準
額

５
６
，３
０
０
円

第
５
段
階

基
準
額
×
1.25

７
０
，３
０
０
円

第
６
段
階

基
準
額
×
1.5

８
４
，４
０
０
円

　

65
歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
基
準
額

　

平
成
18
〜
20
年
度
の
基
準
額
は

　
　
　
　
　

５
６
，３
０
０
円
（
年
額
）

※
な
お
、
税
制
改
正
（
住
民
税
非
課
税

枠
の
廃
止
や
年
金
控
除
額
の
減
額
）
に

よ
り
段
階
が
上
が
る
た
め
、
保
険
料
額

が
急
激
に
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
平
成
18
年
度
と
平
成
19
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
そ
の
急
激
な
増
加
が
一

定
の
割
合
減
額
さ
れ
る
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方  

　

★
保
険
料
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日

の
属
す
る
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

　

例　

６
月
１
日
が
65
歳
の
誕
生
日
の
方

は
、
↓
５
月
分
か
ら
納
め
ま
す

　
　
　

６
月
２
日
が
65
歳
の
誕
生
日
の
方

は
、
↓
６
月
分
か
ら
納
め
ま
す

　
　
　

納
め
方
は
年
金
の
額
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す

　

年
金
18
万
円
以
上

　

（
月
額
１
万
５
千
円
以
上
）
の
方

　

⇒

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

　

（
特
別
徴
収
）

　

年
金
の
定
期
払
い
（
年
６
回
）
の
際

に
、
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

４
・
６
・
８
月
は
、
原
則
と
し
て
前

年
度
２
月
分
と
同
じ
保
険
料
額
を
納
め

ま
す
。
（
仮
徴
収
）

　

10
・
12
・
２
月
は
、
前
年
の
所
得
な

ど
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
保
険
料
か

ら
、
仮
徴
収
分
を
除
い
た
額
を
振
り
分

け
て
納
め
ま
す
。
（
本
徴
収
）

　

※
年
金
額
18
万
円
以
上
で
も
、
こ
ん
な

場
合
は
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
の

納
期
に
し
た
が
っ
て
納
め
ま
す
。

◎
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
と
き

◎
年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
・
転
出
し
た
と
き

◎
収
入
申
告
の
訂
正
な
ど
に
よ
り
年
度
の

途
中
で
所
得
段
階
の
区
分
が
変
更
と

な
っ
た
と
き

◎
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め
、
現
況
届

の
未
提
出
な
ど
で
年
金
が
停
止
し
た
と

き
◎
年
度
の
初
め
（
４
月
１
日
）
の
時
点
で

年
金
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
き

　

年
金
18
万
円
未
満

　

（
月
額
１
万
５
千
円
未
満
）
の
方

　

⇒

納
付
書
で
個
別
に
収
め
ま
す

（
普
通
徴
収
）

　

町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
の
納
期
に

し
た
が
っ
て
納
め
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
し

た
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

  

１
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
い
っ
た
ん
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で
保
険
給
付

費（
９
割
）が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

  

１
年
６
ヵ
月
以
上
滞
納
す
る
と

　

費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し
、
申

請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
、
ま
た
は
全
部

が
差
止
め
と
な
っ
た
り
、
な
お
滞
納
が
続

く
と
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ

ま
す
。

  
２
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
内
で
今
年
の
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

３
ヵ
月
間
に
発
生
し
た
交
通
人
身
事
故
は

発
生
数
22
件
、
負
傷
者
数
23
人
で
す
。

　

事
故
の
特
徴
は
、

①
自
損
事
故
の
割
合
が
非
常
に
高
い
。

②
原
付
自
転
車
の
事
故
の
割
合
が
高
い
。

③
高
齢
者
事
故
が
多
い
。

④
国
道
で
の
事
故
発
生
件
数
が
多
い
。

　

新
た
な
道
路
の
供
用
な
ど
に
よ
り
交
通

事
情
が
良
く
な
る
反
面
、
交
差
点
や
信
号

機
の
新
設
な

ど
に
よ
る
交

通
事
故
の
増

加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
西

海
有
料
道
路

が
無
料
化
さ

れ
た
こ
と
に

よ
り
、
交
通

量
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越

し
に
よ
る
事
故
な
ど
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
、
安

全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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企
画
財
政
課
か
ら
！

「
あ
い
な
ん
バ
ス
」
が
来
た
よ
！

環
境
衛
生
課
か
ら
！

「
環
境
影
響
評
価
書
案
」の
閲
覧

町
民
課
か
ら
！

学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

広
報
「
あ
い
な
ん
」
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
手
軽
で
便
利
な
地
域
の

交
通
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
城
辺
地
域
の
「
岩
水
・
大
僧
都
線
」、

一
本
松
地
域
の
「
小
山
・
正
木
線
」
「
広

見
・
上
大
道
線
」
「
増
田
・
中
川
・
満
倉

線
」
に
、
計
２
台
の
あ
い
な
ん
バ
ス
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
始
め
ま
し

た
。

　

城
辺
地
域
は

岩
水
バ
ス
停
、

一
本
松
地
域
は

一
本
松
支
所
バ

ス
停
の
２
箇
所

で
、
そ
れ
ぞ
れ

出
発
式
が
行
わ

れ
、
谷
口
町
長

が
「
身
近
な
交

通
手
段
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
住
民
同

士
の
交
流
を
活
発
に
し
て
く
だ
い
」
と
、

4/
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あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
住

民
代
表
か
ら
運
転
手
に
安
全
運
行
を
願

い
、
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
利
用
状
況
や
皆
様
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
利
用
し
や
す
い
運

行
体
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
財
政
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

本
町
お
よ
び
宇
和
島
市
に
お
い
て
、
太

陽
産
業
株
式
会
社
が
計
画
す
る
「
南
愛
媛

第
二
風
力
発
電
事
業
計
画
」
に
関
し
て
環

境
影
響
評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
「
環
境

影
響
評
価
書
案
」
の
閲
覧
及
び
意
見
提
出

が
で
き
ま
す
。

書　

類　

南
愛
媛
第
二
風
力
発
電
事
業
計

画
に
か
か
る
『
環
境
影
響
評
価
書
案
』

場　

所　

　

環
境
衛
生
課
お
よ
び
内
海
支
所

期　

間　

　

５
月
10
日（
水
）〜
６
月
９
日（
金
）

意
見
提
出
期
間　

　

５
月
10
日（
水
）〜
６
月
23
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

問
い
合
せ 

　

環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

申
請
す
る
だ
け
で
万
一
の

　

リ
ス
ク
へ
の
備
え
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

二
十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を

猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生

納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
学

生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う

ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
承

認
を
受
け
て
か
ら
三
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の

　
　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

５
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。）

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
、
短
期
大

学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
な

ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校
（
一
年
以
上
の
就

学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
二
十
歳
以

上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時

制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
は
、
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
町

役
場
等
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
に
は
基
礎
年
金

番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
（
年
金
手
帳
な

ど
）
と
学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
、
申
請
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

申
請
書
の
入
手
方
法
な
ど
の
ご
照
会
は
、

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
〈
℡
（
０
８
９
５
）
２
２
―

５
４
４
０
〉
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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消
防
署
か
ら
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！

取り付けが義務付けられている所
取り付けをおすすめする所

どこに取り付けるのですか？

消防法を改正し全国一律に住宅用火災警報
器の設置が義務付けられました。

住宅火災による
死者数は増加中

死亡原因の約6割
が逃げ遅れ

なぜ火災警報器が必要なのですか？

住宅火災による死亡者数を低減するには
火災報知器の普及が不可欠です

13年

1,100人

1,000人

900人

800人

923

992

1041
1009

（死者数）

〈住宅火災による死者数〉

14年 15年 16年（平成）
62.7％
（放火自殺等を除く）

防
災
対
策
室
か
ら
！

自
然
災
害
に
備
え
、

　

防
災
力
を
向
上
し
よ
う

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
15
年
中
の
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
17
年
ぶ
り
に

１
０
０
０
人
を
超
え
、
死
者
の
約
６
割
が

65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
さ
ら
に
増
加
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
死
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
愛
南
町
火
災

予
防
条
例
で
も
設
置
・
維
持
の
基
準
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
築
さ
れ
る
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
は

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
と
な
り
、

今
お
住
ま
い
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
は

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

設
置
す
る
場
所
は
、
す
べ
て
の
寝
室
と

２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段

の
踊
り
場
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

機
器
は
、
消
防
用
品
取
扱
店
、
電
気
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

価
格
は
機
能
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
１
個
５
，０
０
０
円
か
ら
１
０
，０
０
０

円
程
度
で
す
。（
取
り
付
け
工
事
費
な
ど
は

別
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
・

ご
質
問
は
消
防
署
本
部
予
防
係
（
℡
７
２

―

０
１
１
９
）
へ
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

城
東
自
主
防
災
会
に
８
セ
ッ
ト
、
長
月

自
主
防
災
会
、
菊
川
自
主
防
災
会
に
、
そ

れ
ぞ
れ
４
セ
ッ
ト
の
防
災
資
機
材
を
無
償

貸
与
し
ま
し
た
。

　

１
セ
ッ
ト
の
内
訳
は
、
バ
ー
ル
２
本
・

ハ
ン
マ
ー
１
本
・
ツ
ル
ハ
シ
１
本
・
ス

コ
ッ
プ
１
本
・
の
こ
ぎ
り
１
本
・
ボ
ル
ト

ク
リ
ッ
パ
ー
１
個
・
手
お
の
１
本
・
防
じ

ん
マ
ス
ク
２
個
・
皮
手
袋
２
枚
・
ホ
イ
ッ

ス
ル
２
個
・
救
急
箱
（
20
人
用
）
１
箱
・
ト

ラ
ロ
ー
プ
（
30
ｍ
巻
）
１
本
・
カ
ー
ト
付
き

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
１
台
・
ゴ
ー
グ
ル
２

個
・
メ
ガ
ホ
ン
１
個
・
ラ
イ
ト
２
個
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
10
個
・
防
水
シ
ー
ト
１
枚
・
消

火
器
１
個
・
担
架
１
台
・
保
管
庫
で
す
。

3/
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今
後
、
多
く
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
区
内
の
融
和
を

深
め
る
と
と
も
に
、
助
け
合
い
、
支
え
あ
え

る
地
区
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

上埜　貢
みつぐ

長月 自主防災会長
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水
道
課
か
ら
！

６
月
１
日
〜
６
月
７
日
は

水
道
週
間
で
す

財
産
管
理
課
か
ら
！

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

に
つ
い
て

環
境
衛
生
課
か
ら
！

動
物
病
院
で
も
注
射
済
票
と

鑑
札
が
交
付
で
き
ま
す

「
安
全
と
お
い
し
さ
ご
く
り
、
水
道
水
」

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民
生
活
や

様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　

今
後
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
震
等
の

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
水
に
対

す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、
水

道
事
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、「
水
道
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
水
道
課
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
、

〝
浄
水
場
で
の
施
設
見
学
会
〞を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
営

住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た

し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
財
産
管
理
課
へ
お
申
込
み

下
さ
い
。

１
住
宅
（
空
家
）
の
概
要

　

浄
水
場
で
は
、
い
つ
で
も
安
全
で
お
い

し
い
水
を
つ
く
る
た
め
、
夜
間
で
も
休
日

で
も
水
質
の
監
視
や
施
設
の
事
故
・
故
障

な
ど
に
備
え
て
い
ま
す
。

  

皆
さ
ん
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
が
、
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
こ
の
機
会
に

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

施
設
見
学
日
時　

　

６
月
10
日（
土
）〜
６
月
11
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場　

所　

　

城
辺
浄
水
場

　

（
城
辺
甲
５
４
９
０
番
地
）

問
い
合
せ　

　

水
道
課　
　

（
℡
７
２
―

０
８
３
５
）

　

城
辺
浄
水
場
（
℡
７
２
―

０
２
１
２
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
飼
い
主
の
方
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
今
ま
で
役
場
で
し
か
交

付
で
き
な
か
っ
た
注
射
済
票
と
鑑
札
を
、

動
物
病
院
で
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
料
金
は
役
場
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
、
登
録

手
数
料
３
，０
０
０
円
で
す
。

　

た
だ
し
県
内
の
動
物
病
院
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
せ　

　

環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

２
申
込
み
受
付
期
間   

　
　

５
月
８
日（
月
）〜
５
月
18
日（
木
）

　

受
付
時
間   

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

　

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、

住
宅
に
お
困
り
の
方
。

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
。

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に

つ
い
て
は
、
現
に
同
居

し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
約
者

を
含
む
。
但
し
婚
約
者

は
入
居
後
３
ヵ
月
以
内

に
婚
姻
す
る
こ
と
）
が

い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住

宅
の
入
居
資
格
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

４
申
込
み
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
財
産
管
理
課
住
宅
係

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）
へ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷金 共益費 その他特記事項

東浜団地
（公営住宅）

深浦218番地
鉄筋3階建
（築26年）

11号 3DK 65.2m2

13,000円～21,600円 家賃の3カ月分 有

柏AB団地
（公営住宅）

柏1584番地
鉄筋2階建
（築24年）

A棟1号 3DK 
62.7m2

12,000円～19,800円 家賃の3カ月分 無

猿田団地
（特定公共賃貸住宅）

城辺甲3851番地1
鉄筋3階建
（築10年）

104号,202号 3DK 
73.98m2

53,000円 家賃の3カ月分 有
電化住宅 駐車場

使用料別

城辺浄水場
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船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら
！

２
級
小
型
船
舶
操
縦
士

（
５
海
里
未
満
）免
許
講
習
会

開
催
要
項
！

水
産
課
か
ら
！

５
月
１
日
か
ら
、中
浦
公
民
館
で
、

船
員
法
事
務
の
取
扱
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

総
務
課
か
ら
！

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入

補
助
金
制
度
が
か
わ
り
ま
し
た

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
操
縦
す
る
に
は
、

「
特
殊
小
型
」
の
免
許
が
特
に
必
要
で

す
。

期
日　

学
科
（
夜
間
） 

　

５
月
22
日（
月
）〜
25
日（
木
）ま
で
の

　

４
日
間　

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

審
査     

　

５
月
26
日（
金
）
午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　
　　

午
後
７
時
10
分

実
技
（
昼
間
）
教
習
２
日
間
と
審
査
半
日

程
度
の
計
３
日
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
学
科
開
講
時
に
通

知
し
ま
す
。

（
人
数
に
よ
り
連
続
日
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

場　

所　

愛
南
町
船
越　

船
舶
職
員
養
成

講
習
所
（
実
技　

船
越
港
）

受
講
料　

１
２
３
，５
５
０
円

　
　
　

（
授
業
料
、
免
許
申
請
等
一
切
）

受
講
手
続
き
必
要
書
類
等 

※
受
講
申
込
書
（
所
定
の
様
式
）

※
身
体
検
査
証
明
書
（
所
定
の
様
式
）

（
タ
テ
4.5
㎝
・
ヨ
コ
3.5
㎝
の
写
真
１
枚
貼
付
）

※
住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）  

（
１
年
以
内
の
も
の
）

※
写
真
４
枚　

（
タ
テ
4.5
㎝
・
ヨ
コ
3.5
㎝
で
、
枠
な
し
、

ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可
。
６
ヵ
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
、
正
面
で
、
無
背
景
の
も
の
）

※
み
と
め
印

※
海
技
免
状
（
受
有
し
て
い
る
方
の
み
）

申
込
締
切
日　

５
月
12
日
（
金
）

申
込
先
及
び
連
絡
先　

　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
（
船
越
） 

　

℡
８
２
―

０
２
２
２

☆
平
成
16
年
11
月
１
日
か
ら
小
型
船
舶
の

免
許
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◎
希
望
者
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

取
扱
い
す
る
事
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
航
行
に
関
す
る
報
告
の
受
理

２
雇
入
契
約
の
成
立
等
の
届
出

３
年
少
船
員
の
認
証

４
船
員
手
帳
の
交
付
、
訂
正
、
書
換
え
及

び
返
還
の
受
理

５
船
員
法
事
務
取
扱
い
に
付
随
す
る
証
明  

問
い
合
せ 

　

水
産
課
管
理
係
（
℡
７
２
―

７
３
１
２
）

　

中
浦
公
民
館　

（
℡
７
５
―

０
３
３
４
）

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー

ト
を
着
用
し
、
乗
車
中
の
お
子
さ
ま
の
安

全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
０
０
年
４
月
か
ら
、
６
歳
未
満
の

お
子
さ
ま
を
対
象
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
交
付
要
件
】

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
又
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
購
入

す
る
方
。

・
対
象
の
乳
幼
児
と
同
居
し
、
か
つ
、
同

一
生
計
で
あ
る
こ
と
。

・
購
入
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
又
は
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
定
、
運
輸
省

指
定
マ
ー
ク
の
表
示
認
可
を
受
け
た
も
の

で
、
か
つ
乳
幼
児
の
発
育
の
程
度
に
応
じ

た
形
状
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
購

入
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
補
助
金
の
額
等
】

　

乳
幼
児
１
人
に
つ
き
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
又
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
１

台
限
り
と
し
、
１
台
に
つ
き
５
０
０
０
円

を
限
度
と
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
購
入
費
用

が
５
０
０
０
円
未
満
の
も
の
は
購
入
額
と

し
、
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
と
し
ま

す
。）

●
補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

〈
交
付
申
請
書
、請
求
書
提
出
時
に
必
要
な
も
の
〉

・
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
不
可
）、
印
鑑
、
申
請

者
振
込
口
座
（
金
融
機
関
、
種
別
、
口

座
番
号
、
名
義
人
等
）

※
レ
シ
ー
ト
タ
イ
プ
（
感
熱
紙
）
の
領
収
証

は
、
文
字
が
消
え
る
た
め
不
可
。

【
問
い
合
せ
・
申
請
書
提
出
先
】

本
庁
総
務
課　
　
　

℡
７
２
―

１
２
１
１

内
海
支
所　
　
　
　

℡
８
５
―

０
３
１
１

御
荘
支
所　
　
　
　

℡
７
２
―

１
１
１
１

一
本
松
支
所　
　
　

℡
８
４
―

２
２
１
１

西
海
支
所　
　
　
　

℡
８
２
―

１
１
１
１

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

購　

入

領
収
書

役
場
本
庁
、
支
所

交
付
申
請
書
提
出

審　

査

交
付
決
定

申
請
者
個
人

口
座
に
振
込
み
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保健事業のお知らせ（５月）
☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

基本健診・肺・大腸
前立腺・肝炎検査

5月  8日 月
土居集会所   ９：３０～１１：３０

長野集会所 １３：３０～１５：００

5月  9日 火
太場集会所   ９：３０～１０：３０

豊田集会所 １３：３０～１５：００

5月15日 月
小成川集会所   ９：３０～１０：３０

大成川集会所 １３：３０～１４：３０

5月22日 月
左右水集会所   ９：３０～１０：３０

猿鳴集会所 １３：３０～１４：３０

5月23日 火 尻貝集会所
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

5月24日 水 中浦漁村振興センター
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

5月25日 木 須ノ川公民館   ９：３０～１０：３０

5月31日 水
蓮乗寺集会所   ９：３０～１０：３０

中原集会所 １３：３０～１５：００

基本健診・肺・胃
大腸・前立腺
肝炎検査

5月  9日 火 長月公民館   ８：００～１１：００

5月10日 水 御荘文化センター   ８：００～１１：００

5月11日 木 一本松保健センター
  ８：００～１１：００

１３：３０～１４：３０

5月12日 金 一本松保健センター
  ８：００～１１：００

１３：３０～１４：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

5月22日 月 上大道集会所 １３：００～１４：００

5月23日 火 一本松保健センター １２：３０～１４：００

胃がん検診

5月17日 水 内泊集会所   ７：００～  ８：３０

5月18日 木 大成川集会所   ７：００～  ８：３０

5月19日 金 久家集会所   ７：００～  ８：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 5月16日 火
城辺保健福祉
センター

H17年10月1日～11
月30日生

５歳児健診 5月30日 火
H13年2月1日～3月

31日生

対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 5月19日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０

みなみっ子 5月29日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

5月18日 木
城辺保健福祉
センター

１０：００～１１：３０

事前申込み

乳児栄養相談　　 5月19日 金
城辺保健福祉
センター

１３：００～１３：３０

事前申込み

病態別栄養相談 5月10日 水
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２

　

２
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
し
た
、
「
愛
南
町
健
康
増
進
計
画
」

の
策
定
に
伴
う
条
件
の
箇
条
書
き
が
、

３
７
１
枚
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
条
件
を
集
約
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
保
健
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
身
近
に

『
私
た
ち
が
目
指
す
理
想
の

暮
ら
し
』
を
実
現
す
る
た
め

の
条
件
が
集
ま
り
ま
し
た

2

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
公
民
館
、
御
荘
夢
創
造
館
、
御

荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
プ
ラ
ザ
城
辺

掲
示
期
間  

　

５
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

問
い
合
せ　

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

℡
７
２
―

１
２
１
２

感
じ
て
い
た
だ
け
る
計
画
づ
く
り
と
な
る

よ
う
、
そ
の
経
過
等
に
つ
い
て
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
書
い
た
条
件
の
箇
条

書
き
の
結
果
を
ま
と
め
、
下
記
の
場
所
で

掲
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
示
場
所
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税
務
課
等
か
ら
！

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

5・6月行事予定表

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 １０日・１７日・３１日
水曜日のAM8：30～10：00
６月の引取日は、
 　７日・１４日・２１日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、環境衛生
課℡72－7316（内線503）または各支所地
域振興課まで問い合せください。

一　般　内　科

憲法記念日   3日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

国民の休日   4日 福浦診療所 福　浦 ☎83-0510

こどもの日   5日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

第１日曜日   7日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日 14日 福浦診療所 福　浦 ☎83-0510

第３日曜日 21日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

第４日曜日 28日 福岡医院 一本松 ☎84-6300

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

5月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

固

定

資

産

税

1期分/4期分

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

税
務
課
で
は
、
納
税
組
合
制

度
廃
止
に
伴
い
、
口
座
振
替
制

度
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
税
務
課
ま
で

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日 曜 時　間 行事名 場　所

6 土
１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館
    ９：００～１７：３０ 南レク・ユースサッカーフェスティバル2006 南レク公園城辺芝球技場

7 日     ９：００～１４：００ 南レク・ユースサッカーフェスティバル2006 南レク公園城辺芝球技場

10 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

12 金
１６：００～１７：００ 愛南町ＰＴＡ連合会総会 御荘文化センター
１６：００～２１：００ サンセットクルーズ＆ほたるウオッチング 鹿島

13 土 １６：００～２１：００ サンセットクルーズ＆ほたるウオッチング 鹿島

14 日

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館
１３：３０～ 愛南町連合婦人会総会 御荘文化センター

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館
１６：００～２１：００ サンセットクルーズ＆ほたるウオッチング 鹿島

国民体育大会軟式野球競技郡予選 城辺球場あけぼのグラウンド
15 月 　９：３０～ 第3回臨時議会 議場
19 金 １５：３０～１８：３０ 地域安全学会（研究発表会） 御荘文化センター

20 土
１３：００～１５：００ 地域安全学会（公開シンポジウム） 御荘文化センター
１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

22 月

    ８：３０～１３：３０ 狂犬病予防注射 内海地区
１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１
１３：４５～１７：２５ 狂犬病予防注射 御荘地区

２０：００～２２：００
一本松春季バレーボール・ソフト
バレーボール大会～26日まで

一本松交流促進センター
一本松国民体育館

23 火     ８：３０～１７：２５ 狂犬病予防注射 御荘地区

24 水
    ８：１０～１４：４０ 狂犬病予防注射 西海地区
１５：００～１７：２５ 狂犬病予防注射 城辺地区

25 木     ８：４０～１７：５０ 狂犬病予防注射 城辺地区

26 金
    ８：３０～  ９：５５ 狂犬病予防注射 城辺地区
１０：０５～１７：２５ 狂犬病予防注射 一本松地区

日 曜 時　間 行事名 場　所

28 日
１０：００～１５：００ 由良祭り 須ノ川公園売店前

１４：００～１５：００ 作って遊ぼう（幼児親子対象） 御荘夢創造館

その他 4/23(日)～5/7(日) 県境を渡る「鯉のぼり」 正木保育所

６月

2 金 １８：３０～２０：００ 第2回愛南町PTA連合会理事会 御荘支所

3 土     ９：００～１２：００
スポーツ選手ふれあい

指導事業バレーボール教室
一本松交流促進センター

4 日
１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

　９：００～ 一本松ソフトボール大会 あけぼのグラウンド

7 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

11 日

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１４：００～１７：００
愛南町PTA連合会会
長・副会長交流会

城辺中学校
体育館

14 水

　９：３０～ 第2回議会定例会 議場

１３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

17 土
１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

スポーツ選手ふれあい
指導事業水泳教室

東海小学校

絵本の読み聞かせ　御荘夢創造館
毎週日曜日　 １５：３０～１６：３０

子育てサークル「こあら」　御荘保育所
毎週月・水・金曜日　  ８：３０～１１：３０

※（5月3・5日は除く。）
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素敵な集会所ができました!

　久家地区では、待望の真新

しい集会所(鉄筋コンクリー

ト造平屋建)が完成し、餅ま

きが行われ、多くの住民が落

成を祝いました。

　今後は、多くの住民がこ

の施設に集うことで、各種コ

ミュニティー活動がより活発

になることと思います。

3/18

ミヤコザサの濃い緑を篠山に
　篠山クラブ(会長 山本卓

たかし

さん)15名が、篠

山山頂に群生するミヤコザサの保護と、土

壌の流出を防ぐため、3年目となるコモ(ム

シロ)張り(100枚)を行いました。

　この事業は「町の花」にも指定されてい

るアケボノツツジの保護が目的で、下層植

物であるミヤコザサを守ることが、自然植

物の宝庫である篠山を守るという観点か

ら行われているものです。同クラブは、清

掃活動や山道の整備など、美しい篠南の

里(正木地区と宿毛市山北地区を合わせた

呼び名)づくりに貢献しています。

3/5

ふるさとの川を汚さないで!

　川遊会 (会長、溜尾純
じゅん

一
い ち

さん )

が、蓮乗寺川の大森児童公園付

近で、ビニール袋や空き缶等の

不法投棄ごみの回収作業を行な

いました。早朝より行われた作

業では「こんなものまで !」とい

うものもあり、参加者も心痛め

ていました。

　捨てる人がいる限り、ゴミはなくなりません。悲しいこと

ですが、本町にも、地域の一員としての自覚が欠如した無責

任な方がいるようです。いつの日か、このようなボランティア

をする必要がなくなるよう願いたいと思います・・・。

3/19
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無事故をめざして、安全運転を!
　4月6日から15日まで、「春の全国交通

安全運動」が実施され、本町でも愛南町

交通安全推進協議会・南宇和交通安全協

会・愛南警察署の協力により、交通安全祈

願祭、交通茶屋やパレード、高知県交通安

全協会宿毛支部と実施したシニアドライ

ビングコンテストなど、多彩な催しを開催

し、交通事故防止を呼びかけました。

4/6

「勝、オー!」（かつおのぼり）で愛南町をPR!

　今季、J2に参戦する愛媛FCのホームゲームを「マッチ・シ
ティ、マッチ・タウン」とし、県内20市町がそれぞれ、我が町を
アピールすることになり、愛媛県総合運動公園陸上競技場で
開催されたコンサドーレ札幌戦で、愛南町の美しい自然環境
と、美味しい食材をアピールしました。
　また、愛媛FCの応援に訪れた入場者に、城辺中学校サッ
カー部員の皆さんが、観光パンプレット等を手渡してくれまし
た。始めは、恥ずかしそうにしていた生徒たちも、馴れてくる
と「愛南町に来て下さい」と笑顔で手渡していました。会場外
でも、ヒオウギ貝、食欲をそそる香りの由良の媛っ子地鶏、ぬ
くぬくのてんぷら、甘酸っぱい美生柑ジュースや甘夏など、美
しい自然環境に育まれた自慢の品々が販売され、多くの方々
で賑わいました。

3/21

まち・人を元気に!
　城辺商店街の空き
店舗を活用した、ユ
ニークな催しを実施
することで「人と人
の交流を活発にし、
まちを元気にしたい」
と、町ボランティア
連絡会が「第 2回げ
んき市」を開催しま
した。

　「プラザじょうへん」を主会場に、街探検マップの展示、リ
サイクル品の販売、まちアーティスト展と陶芸や木工品、ア
クセサリー等の販売、特産のカツオを使った茶かけ丼、ばら
寿司を提供するオープンカフェ、宇和島ガイヤ踊りやストリー
トダンスと、多彩なイベントが行われ、歩行者天国となった
商店街も賑わいを見せていました。

3/26

根性大根、見つけたよ!

　珍しく根性のあるモノがあると聞き、取材に伺うと、松本
集会所を支える擁壁に「なんと!」大根が根を張っているでは
ありませんか。集会所横の河野忠

た だ

夫
お

さんの畑から飛んできた
ようです。
　この大根のように、たくましい生命力、忍耐力を養ってい
きたいと思います。

4/7

倉田政
まさ

夫
お

さん
山岡藏

くら

一
いち

さん
（松本区長）
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元
気
い
っ
ぱ
い
愛
ら
ん
ど

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
1
・
2
部
に

計
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
2
回
愛
南
レ
ク
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

1
部
優
勝　

ラ
バ
ー
ズ　
　
　

準
優
勝　

ば
ぁ
ぶ
る
す

2
部
優
勝　

ポ
テ
ト　
　
　
　

準
優
勝　

ト
マ
ト

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、南
宇
和
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
第
20
回
定
期
演
奏
会
」

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
立
ち
見
客
が
で
る
ほ
ど
の
約
6
0
0
名
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
、
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
が
司
会
進
行
す
る
中
、
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
・
メ
ド
レ
ー
や
同
吹
奏
楽
部
の
た
め
に
八
木
澤
教
司
さ
ん
が
作
曲
し
た
「
ラ

ス
・
ボ
ラ
ス
・
グ
ラ
ン
デ
ス
」
な
ど
、
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
生
徒

た
ち
の
演
奏
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
三
好
純

じ

ゅ

ん

子こ

さ

ん
（
南
宇
和
高
等
学
校
教
頭
）
の
ソ
プ
ラ
ノ
の
独
唱
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
林
田
和か

ず

之ゆ

き

さ
ん
に
よ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
演
奏
が
あ
り
、
様
々
な
楽
器
の
音
色
が
楽
し
め
る

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
に
伝
え
た
い
・
・
・

第
2
回
愛
南
町
9
人
制

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

や
さ
し
い
心
で
お
接
待
!

　

さ
ざ
ん
か
ク
ラ
ブ
（
平
成
6
年
に
発
足
、
会
長
高
平
龍た

つ

宣の

ぶ

さ
ん
）
が
、
お
遍
路
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

太
場
地
区
の
旧
へ
ん
ろ
道
と
、休
憩
所
「
い
っ
ぷ
く
堂
」（
ト
イ
レ
も
有
る
そ
う
で
す
）
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

休
憩
所
の
看
板
「
い
っ
ぷ
く
堂
」
は
、南
宇
和
高
校
書
道
部
の
中
平
絵
美
さ
ん
が
書
か
れ
た
そ
う
で
、そ
の
縁
も
あ
り
、

同
書
道
部
員
5
名
が
周
辺
の
清
掃
や
お
接
待
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
へ
ん
ろ
道
」
は
、
高
平
さ
ん
が
中
学
生

の
頃
ま
で
は
通
学
路
と
し
て
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
交
通
手
段
等
の
発
達
に
よ
り
、
最
近
は
使
わ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
じ
て
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
区
内
の
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、「
お
接
待
の
心
、

文
化
」
を
残
し
て
い
き
た
い
と
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
燃
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
計

5
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
2
回
愛
南
町
9

人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

　

優　

勝　

パ
ッ
シ
ョ
ン

　

準
優
勝　

し
ら
さ
ぎ

3/
　27

3/
　19

3/
　12

3/
　26

    
第
2
回
愛
南
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1 部優勝 ラバーズ

2部優勝 ポテト

優勝 パッション

熱唱された三好純子さん
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疑
問
も
抱
き
、
解
明
し
た
い
!

　

愛
媛
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
、
日
本
物
理
学
会
第
2
回
J
r
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
中
学
・
高
校
か
ら
研
究
論
文
の
応
募
が
あ
り
、
中
学
校
で
は
1
校
だ
け
僧
都
中
学
校
の
「
旗
は
な
ぜ
ハ
タ
ハ

タ
は
た
め
く
の
か
」
と
い
う
研
究
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
卒
業
生
の
岩
上
彩あ

や

佳か

さ
ん
（
南
宇
和
高

校
2
年
）
が
中
心
と
な
っ
て
2
年
前
に
研
究
し
た
も
の
で
、
毎
年
地
域
の
方
々
が
学
校
に
飾
っ
て
く
れ
る
鯉
の
ぼ
り

の
動
き
が
異
な
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
旗
が
な
び
い
た
り
、
垂
れ
た
り
す
る
原
因
を
追
究
し
た
も
の
で
す
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
、
岩
上 

翔
か
け
る

く
ん
（
3
年
）
と
大
場
江え

里り

奈な

さ
ん
（
3
年
）
の
中
学
生
2
名
が
参
加
し
、
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

2
名
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
高
校
生
の
発
表
に
刺
激
を
受
け
、
今
年
度
も
充
実
し
た
研
究
を
行
い
た
い
と
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

3/
　29

日本物理学会 佐藤勝彦会長から表彰されました。

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
!

　

南
レ
ク
城
辺
芝
球
技
場
他
で
、
大
阪
か
ら
尼
崎
東
ミ
ュ
ー
ト
ス
、
F
C
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
、
熊
本
か
ら
熊
本
ト
レ
セ
ン
な
ど
、

県
外
の
強
豪
チ
ー
ム
を
迎
え
「
第
25
回
南
レ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
12
チ
ー
ム
が
参
加
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
元
の
御
荘
・
城
辺
・
一
本
松
中
サ
ッ
カ
ー
部
に
と
っ
て
は
、
強
豪
チ
ー
ム
と
の
対
戦
を
通
じ
て
、
個
人
技
術
や
チ
ー
ム
戦
術
、

練
習
態
度
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

4/
　1～3

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
!

　

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
4
月
に
、
平
成
18
年
度
愛
南
町
小
学
校
入
学
式
（
10
日
）、

中
学
校
入
学
式
（
11
日
、中
浦
中
・
僧
都
中
・
篠
山
中
は
10
日
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

 

今
年
度
の
新
入
学
児
童
・
生
徒
は
、
小
学
校
が
計
2
1
5
名
、
中
学
校
が
計

2
5
1
名
で
す
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
い
声
が
、
学
校
や
地

域
に
響
く
よ
う
、
安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 4/
　10・11

笑
顔
で
交
流
!

　

南
レ
ク
御
荘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
遠
く
は
大
分
県
や
広
島
県
か
ら

計
3
0
0
人
が
参
加
し
「
西
瀬
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
レ
ー
以
外
に
も
交
流
会
が
催
さ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
の
再
会
に
、
心
弾
ん
だ
2
日
間
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

3/
　28・29
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愛
な
ん
ニ
コ
ニ
コ
、キ
ラ
キ
ラ
★
星

〈
大
好
き
な
、
私
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　

散
歩
コ
ー
ス
〉

　

お
寺
の
前
の
階
段
を
登
っ
て
、
山
道
を
少

し
歩
く
と
、
通
称
「
寺
山
」
に
到
着
し
ま

す
。
春
は
、
桜
や
つ
つ
じ
が
満
開
に
な
り
、

夏
に
は
水
仙
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
花
々

を
楽
し
め
ま
す
。
「
イ
チ
ニ
イ
、
イ
チ
ニ

イ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
た
く
ま
し
く
頂

上
を
め
ざ
す
子
ど
も
た
ち
の
瞳
は
、
と
て
も

輝
い
て
い
ま
す
。

　

周
り
に
み
か
ん

山
を
見
渡
せ
る

「
農
道
」
は
、
車

の
往
来
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
安
心
し

て
子
供
た
ち
も
走

り
ま
わ
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
ま

た
、
歩
道
ト
ン
ネ

ル
を
通
っ
て
５
分

ほ
ど
歩
く
と
「
か

ま
け
の
浜
」
へ

…
。
埋
め
立
て
は

し
て
い
る
も
の

の
、
岩
場
も
ま
だ
あ
り
、
石
を
投
げ
た
り
、

カ
ニ
を
探
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き

な
海
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
近
く
の
小
学
校
に
は
「
レ
ベ
ッ
カ
」

と
い
う
ヤ
ギ
が
い
ま
す
。
先
日
、
赤
ち
ゃ

ん
も
産
ま
れ
「
ヤ
ギ
さ
ん
、
見
に
行
こ
〜

う
！
」
と
、
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
に
せ
が
ま

れ
ま
す
。

　

豊
か
な
海
に
囲
ま
れ
て
、
冒
険
あ
り
、
発

見
あ
り
、
自
然
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
家
串
保
育
所
で
す
。
（
文 

家
串
保
育
所
）

柏保育園園児

家串保育所園児

家串保育所園児

柏保育園園児

　

４
月
号
で
小
成
川
保
育
所
園
児
が
小

成
川
分
園
園
児
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
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生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

ケヤキ、サクラ材の特性を活かした
建物を見学　17 年度講座より

●講座の内容

月 日 曜 時 間 内　　容 探検場所

6 17 土   ９:３０～１５:３０ 海岸集落の町並みを探検 内海公民館内

7 15 土   ９:３０～１５:３０ 山間集落の町並みを探検 菊川公民館内

8 26 土   ９:３０～１５:３０ 海岸集落の町並みを探検 東海公民館内

9 16 土   ９:３０～１５:３０ 山間集落の町並みを探検 正木公民館内

10 14 土   ９:３０～１５:３０ 海岸集落の町並みを探検 福浦公民館内

11 18 土 １３:３０～１６:００ 全体報告会-町の魅力について 御荘文化センタ－

愛
南
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

〜
地
域
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

地
域
に
出
向
い
て
開
催
す
る
出
前
講
座
と
し
て
「
愛

南
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
古
い
建
物
や
石
垣
な
ど

を
調
べ
、
町
の
見
方
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
!
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
定
員　

　
　

30
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み
期
限　

　
　

平
成
18
年
６
月
１
日（
木
）

●
講　
　

師　
　
　

　
　

文
化
財
保
護
委
員
・
公
民
館
長
外

●
問
い
合
せ　
　
　

　
　

社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
）

　
　

℡
７
２
―

１
５
３
０

　

中
央
公
民
館

（
御
荘
支
所

１
階
）
に
集
合

後
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
等
で
各
公

民
館
内
へ
移
動

し
ま
す
。 

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
＆

　
　
　

ほ
た
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

場　

所　

鹿
島

日　

時　

５
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

　
　
　
　

16
時（
受
付
）〜
21
時
（
船
越
着
）

　
　

〈
雨
天
予
備
日　

５
月
19
日（
金
）〜
５
月
21
日（
日
）〉

募
集
人
員　

１
８
０
名
（
１
日
60
名
×
３
日
）

参
加
費　
　

大
人　

１
，０
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　

小
人　
　

 

５
０
０
円
（
小
・
中
学
生
）

　
　
　
　
　

幼
児
は
無
料
で
す

希
望
者　

夕
食
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
有
り
（
１
食
１
，４
０
０
円
）

服
装
・
携
行
品

　

軽
装
（
で
き
れ
ば
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
）、
運
動
靴
、
懐
中
電
灯

申
し
込
み
等

　

官
製
は
が
き
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
非
常
時
の
連

絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
西
海
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
付
け
ま
す
。

問
い
合
せ

　

〒
７
９
８
―

４
２
９
２　

愛
南
町
船
越
１
２
８
９
番
地
１

　

西
海
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
８
２
―

１
１
１
１ 

℻
８
２
―

１
１
１
０

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
！

　

平
成
18
年
度
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時　

６
月
９
日（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　

宇
和
島
市
丸
穂
字
天
満
甲
２
０
７
の
３　

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
う
わ
じ
ま

問
い
合
せ　

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署
第
二
課
（
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）
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愛
南
文
芸

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
３
月
歌
会
）

定
置
網
に
か
か
り
し
鰤
は
九
キ
ロ
級
大
月
古こ

満ま

目め

沖
に
千
三
百
本　
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

が
ん
の
手
術
受
け
て
臭
覚
失
ひ
し
夫つ
ま

が
沈
丁
花
に
手
を
触
れ
て
を
り　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

保
護
色
の
小
さ
き
蛙
が
ガ
ラ
ス
戸
に
張
り
付
き
動
か
ず
雨
の
啓
蟄　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

春
長
け
る
速
さ
に
庭
の
白
樺
蕾
の
ま
ま
に
あ
ま
た
腐
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

子
ど
も
ら
と
凧
作
ら
ん
と
石
に
座
り
竹
ひ
ご
長
く
細
く
け
づ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

雛
人
形
の
よ
う
な
お
む
す
び
嫁
の
持
ち
来
て
幼
に
か
え
る
三
月
三
日　
　
　
　
　
　

田
中
久
仁
恵

物
忘
れ
を
自
慢
の
ご
と
く
言
ふ
友
ら
茶
房
に
コ
ー
ヒ
ー
の
冷
め
る
を
気
に
せ
ず　
　

前
田　

知
子

六
十
年
前
の
三
月
十
七
日
客
馬
車
に
来
し
夫
を
迎
へ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
松　

幸
枝

春
の
宵
に
古
き
手
紙
を
読
み
て
を
り
こ
よ
な
く
優
し
き
吾
と
な
り
ゐ
て　
　
　
　
　

国
光　

良
子

綿
入
れ
袢
天
縫
ひ
や
り
し
孫
は
顔
中
を
笑
顔
と
な
し
て
そ
を
着
て
見
す
る　
　
　
　

井
村　
　

操

ぬ
く
み
た
つ
春
の
小
川
に
洗
ふ
菜
の
指
よ
り
こ
ぼ
れ
浮
き
浮
き
流
る　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

松
尾
峠
越
ゆ
る
へ
ん
ろ
道
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
下
り
来
て
お
接
待
の
豚
汁
う
ま
し　
　

松
本
マ
ス
子

紅
梅
も
散
り
て
寒
さ
の
や
わ
ら
ぎ
ぬ
う
ぐ
い
す
幼
き
声
に
鳴
き
て
り　
　
　
　
　
　

中
平
喜
美
代

◆
篠
南
川
柳
会
（
正
木
）

道
草
を
す
る
に
は
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
　
　

木
本　

清
子

随
分
と
道
草
食
っ
た
此
の
人
生　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

靜
子

道
草
で
噂
話
の
種
拾
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
原　

善
子

道
草
を
し
て
は
帰
っ
た
幼
い
日　
　
　
　
　
　
　
　

野
中
ミ
ツ
ル

挑
戦
に
三
度
夢
か
け
四
股
を
踏
む　
　
　
　
　
　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

挑
戦
状
塀
の
中
か
ら
ホ
リ
エ
モ
ン　
　
　
　
　
　
　

杉
原　

安
春

ヘ
ボ
将
棋
勝
つ
迄
止
め
ぬ
意
地
っ
張
り　
　
　
　
　

木
下　
　

亨

パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
し
て
も
脳
が
錆　
　
　
　
　
　
　

田
中
す
み
子

綱
取
り
に
三
度
挑
戦
栃
東　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
川　

良
子

八
十
の
挑
戦
日
毎
六
千
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
松　

幸
枝

◆
内
海
俳
句
会

す
か
ん
ぽ
を
つ
ぎ
つ
ぎ
折
り
て
無む
り
ょ
う聊
な
り

真ま

青さ
お

な
る
海
へ
海
へ
と
散
る
さ
く
ら　
　
　
　
　
　

堀
田　

辰
枝 

牡ぼ
う

丹た
ん

を
愛め

で
て
泣
く
児こ

を
あ
や
し
け
り

一い
ち

山ざ
ん

を
誇ほ
こ

る
が
如ご
と

く
花
吹
雪ふ
ぶ

く　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

信
子

孫ま
ご

生
ま
れ
ず
ん
と
伸
び
け
り
蜜み

柑か
ん

の
芽め

細ほ
そ

茎ぐ
き

の
な
れ
ど
直
立
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　
　
　
　

好
岡
東
明
子

柳り
ゅ
う
じ
ょ絮
飛
べ
夢ゆ
め

幻
ま
ぼ
ろ
しの
世
は
無む

限げ
ん

春
の
雷ら
い

魂こ
ん

の
狭は
ざ

間ま

え
鳴な

り
籠こ
も

る　
　
　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら
！

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ（
ミ
ッ
ク
ス
）運
用
開
始
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
漁
船
な
ど
の
船
舶
運
航
者
や
磯
釣
り
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
愛
好
者
の
方
々
な
ど
に
対
し
て
、
全
国
の

海
上
保
安
部
等
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
「
海
の
安
全
に
関
す
る
情
報
」
を
提
供
す
る

「
沿
岸
域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
携
帯
電
話
（
i
モ
ー
ド
、E

Z

‐w
eb

、
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
ラ
イ

ブ
）
に
て
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

　

現
在
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
て
、
日
振
島
灯
台
で
「
風
向
」「
風
速
」
を
毎
時
25
分
と
55
分
に
観

測
し
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
提
供
す
る
主
な
海
の
安
全
情
報

★
緊
急
ニ
ュ
ー
ス
★

　

航
行
警
報
や
気
象
庁
発
表
の
警
報
・
注
意
報
な
ど

★
海
の
安
全
に
関
す
る
デ
ー
タ
★

　

注
意
事
項
、
海
上
工
事
状
況
な
ど

★
気
象
情
報
★

　

日
振
島
灯
台
、
佐
田
岬
灯
台
、

　

土
佐
沖
ノ
島
灯
台
で
観
測
し
た
風
向
、
風
速

★
サ
ー
ビ
ス
情
報
★

　

届
出
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

★
海
に
関
す
る
デ
ー
タ
★

　

潮
流
、
潮
汐
、
日
出
没
時
刻
な
ど

宇
和
島
海
上
保
安
部 

航
行
援
助
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
０
８
９
５
）
２
２
―

１
９
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp./0
6
kanku/uw

ajim
a/

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス (

０
８
９
５)

２
０
―

０
１
７
７

携
帯
電
話
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp./0
6
kanku/uw

ajim
a/m

/
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地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（３月受付分）

（３月受付分）

７
年
に
一
度
の
「
宇
和
島
地
区
野
球
部
親
善

野
球
大
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

20
日
、
午
前
９
時
か
ら
南
レ
ク
城
辺
野
球
場

で
、
午
前
10
時
か
ら
南
宇
和
高
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
吉
田
高
等
学
校
以
南
の
県
立
高
校
７
校
す

べ
て
が
愛
南
町
に
集
う
「
第
24
回
宇
和
島
地
区
野

球
部
親
善
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
試
合
日
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試

合
会
場
に
掲
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
夏
の
大
会

を
前
に
懸
命
に
白
球
を
追
い
か
け
る
球
児
の
活
躍

に
、
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

南
宇
和
高
校
は
、
20
日
、
11
時
30
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県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　院長 北
きた

出
で

　公
まさ

洋
ひろ

　先生

　今回南宇和病院の院長として赴任しました北

出といいます。

　南宇和病院は、愛南町唯一の総合病院です。

現在、諸般の事情から、医師不足が全国的に著

しくなっており、当院でもいくつかの診療科で

は短期で交代したり、中央病院からの派遣医師

の診療を依頼したりしていますが、近いうちに

常勤医の派遣を得られるように努力しておりますので、しばらくの辛

抱をお願いいたします。

　しかし、今回の異動では、みな熱心で元気一杯の先生方が来てくれ

ましたので、皆様のために十分な医療を行ってくれるものと信じてお

ります。ちなみに、私の専門は内科（呼吸器、アレルギー、膠原病）

です。ぜんそくや息切れの気になる方は、一度受診してみて頂ければ

と思います。
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　訂正とお詫び

　４月号で、町食生活改善推進協議会長の本多良子さんのお名前が
「よしこ」さんになっていましたが、正しくは「ながこ」さんでした。
訂正してお詫びいたします。
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愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編 集 後 記愛は南から

愛南町の人口
（平成 18年 4月 1日現在）

世帯数　11,084 戸　
人口　   27,569 人
　男　   12,895 人
　女      14,674 人

御荘長月地区で、実りの秋をめざして田植えが行われていました。

今後、愛南町全域で田植えが行なわれ、

美しい水田風景が見られることと思います。

　最近は、暖かくなった

なと思うと、寒くなったり

と、不安定な天気が続いて

いますが、皆さん、体調

を崩されたりはしていま

せんか ?私も、花粉症に

悩まされながらも、大き

く体調を崩すこともなく、

毎日がんばっています。

　今年は、満開の桜を前

に、雨風が強く、思うよ

うな撮影ができませんで

したが、4月初旬には、花

見を楽しんだ方も多かっ

たのではないでしょうか。

　さて、最長で 9日間と

いうゴールデンウィーク

を楽しみにしている方も

多いと思いますが、合併

後、「御荘湾立て干し網」

と「かつおフェア」をドッ

キングして新たに「愛南大

漁まつり」が行われます。

　当日は、多くの人で賑わ

うことと思いますが、皆

さんも、イベント (非日常

の空間 )の中で、心身のリ

フレッシュを図っていた

だきたいと思います。

　そこには、日常生活で

は味わえない体験や新し

い発見があるかも・・・。

　私も、旅に、イベント

にと、元気印をもらいに、

出かけてみたいと思う、今

日この頃です・・・。
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